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■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 単位型投信／海外／資産複合／特殊型 
（条件付運用型） 

信託期間 2025年５月20日から2030年５月27日まで 

運用方針 ゴールドマン・サックスが発行する円建
て債券に投資し、満期償還時に元本を上
回る投資成果を目指します。 

主要投資対象 ゴールドマン・サックス社債 

当ファンドの 
運用方法 

■ゴールドマン・サックス社債に投資を
行い、設定日より約５年後の満期償還
時の当ファンドの償還価額について、
元本を上回る投資成果を目指します。 

■ゴールドマン・サックス社債の利金
（固定クーポン）と、ＦＯＬＩＯ－ＡＩ
マルチアセット分散投資ＶＴ３指数の
累積収益率により決定される実績連動
部分の獲得を目指します。 

■ゴールドマン・サックス社債の固定ク
ーポン収入から諸コスト等を差し引い
た分配原資のなかから、年１回の決算
時に分配を行うことを目指します。 

■信託期間約５年の単位型の投資信託で
す。 

組入制限 ■株式（新株引受権証券および新株予約
権証券を含みます。）への投資割合
は、信託財産の純資産総額の10％以下
とします。 

■外貨建資産への直接投資は行いませ
ん。 

分配方針 ■年１回（原則として毎年５月27日。休
業日の場合は翌営業日）決算を行い、
分配を行います。 

■分配対象額の範囲は、元本超過額また
は経費控除後の利子、配当等収益のい
ずれか多い金額とします。 

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定しま
す。 

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。 

 

 

ゴールドマン・サックス社債／ 
ＦＯＬＩＯ・ＡＩ      マルチアセット 
戦略ファンド２０２ ５－０５      

【運用報告書（全体版）】 
(2025年５月20日から2026年５月27日まで) 

第 １ 期 

決算日 2026年５月27日 

 

受益者の皆さまへ 

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。 

当ファンドはゴールドマン・サックスが発行する

円建て債券に投資し、満期償還時に元本を上回る

投資成果を目指します。当期についても、運用方

針に沿った運用を行いました。 

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。 

 
 

当ファンドは、特化型運用を行います。 

 



ゴールドマン・サックス社債／ＦＯＬＩＯ・ＡＩマルチアセット戦略ファンド２０２５－０５ 
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原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位
未満の数値については小数を表記する場合があります。 

 

設定以来の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 
受益者 

利回り 

公 社 債 

組入比率 

元 本 

残存率 (分配落) 
税 込 

分配金 

期 中 

騰落額 

期 中 

騰落率 

(設 定 日) 円 円 円 ％ ％ ％ ％ 

2025年５月20日 10,000 － － － － － 100.0 

１期(2026年５月27日) 9,959 45 4 0.0 0.0 99.7 98.2 
 
※基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。 
※受益者利回りは、基準価額(累計分配金込み)の当初元本に対する騰落率を年率換算したものです。 
※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 公 社 債 

組入比率  騰 落 率 

(設 定 日) 円 ％ ％ 

2025年５月20日 10,000 － － 

  ５月末 9,974 △0.3 99.9 

  ６月末 9,969 △0.3 99.9 

  ７月末 9,998 △0.0 99.9 

  ８月末 9,985 △0.2 100.0 

  ９月末 10,071 0.7 100.0 

  10月末 10,128 1.3 100.0 

  11月末 10,129 1.3 99.6 

  12月末 10,092 0.9 99.6 

2026年１月末  10,029 0.3 99.7 

  ２月末 10,093 0.9 99.7 

  ３月末 9,922 △0.8 99.8 

  ４月末 9,977 △0.2 99.8 

(期   末)    

2026年５月27日 10,004 0.0 99.7 
 
※期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定日比です。 

 



 

1 運用経過
基準価額等の推移について（2025年５月20日から2026年５月27日まで）

基準価額等の推移
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基準価額（円）：左軸

純資産総額（百万円）：右軸

分配金再投資基準価額（円）：左軸

設 定 日 10,000円

期 末 9,959円
（既払分配金45円（税引前））

騰 落 率 ＋0.0％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※�単位型投信の場合、実際には分配金は再投資されませんのでご
留意ください。（以下、同じ）

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

ゴールドマン・サックス社債／ＦＯＬＩＯ・ＡＩマルチアセット戦略ファンド２０２５－０５ 
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基準価額の主な変動要因（2025年５月20日から2026年５月27日まで）

　当ファンドは、ゴールドマン・サックス・ファイナンス・コープ・インターナショナルが発行
するザ・ゴールドマン・サックス・グループ・インクによる保証が付される円建て債券（以下「ゴー
ルドマン・サックス社債」）に投資を行い、満期償還時の元本を上回る投資成果を目指しました。

●金価格や新興国株式の上昇により、ＦＯＬＩＯ－ＡＩマルチアセット分散投資ＶＴ３指
数（以下、戦略指数）がプラスのリターンになったこと

●金利上昇により保有する債券の価格が下落したこと

・‌�ファンドは、一般社団法人資産運用業協会が定める「信用リスク集中回避のための投資制限」に定められた比率を超
えて特定の発行体が発行する銘柄等に集中投資を行う特化型ファンドに該当します。
・‌�ファンドは、ゴールドマン・サックス社債（ゴールドマン・サックス・ファイナンス・コープ・インターナショナル
発行）に集中して投資を行うため、当該銘柄の発行体・保証体等に経営破たんや経営・財務状況の悪化などが生じた
場合には、大きな損失が発生することがあります。

上昇要因

下落要因

ゴールドマン・サックス社債／ＦＯＬＩＯ・ＡＩマルチアセット戦略ファンド２０２５－０５ 
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投資環境について（2025年５月20日から2026年５月27日まで）

株式市場は、上昇しました。債券市場は、国内長期金利（10年国債利回り）は上昇し、
米国長期金利はほぼ横ばいとなりました。為替市場では、米ドルは円に対して上昇しま
した。

株式市場
　米国株式市場は振れを伴いながらも上昇し
ました。期前半は、米中の関税交渉進展や米
国の利下げ期待、ＡＩ関連企業を中心とした
堅調な企業業績が支援材料となり、2025年
末にかけて主要株価指数は史上最高値を更新
する展開となりました。テクノロジー関連銘
柄の好調な業績見通しや、一部テクノロジー
企業同士の出資に対する市場への好感も追い
風となりました。一方、年明け以降は米国に
よる対イランなどの地政学リスクの高まり等
が意識されたこと、ホルムズ海峡封鎖を受け
た原油価格急騰によるインフレ懸念から、３
月に大きく下落しました。その後、地政学リ
スクに関する不透明感は残りながらも、堅調
な景気指標や企業決算、データセンター・半
導体関連銘柄にけん引される形で期末にかけ
て上昇しました。
　先進国株式市場（米国除く）は上昇しました。
米国市場に追随して上昇する動きとなったほ
か、フランスの政治的混迷の収束や、域内景
気・企業決算の改善などが支援材料となりま
した。一方、テクノロジー関連銘柄のウェイ
トが相対的に小さいことや、欧州域内でのイ

ンフレ懸念の高まり等による金融政策面での
警戒感などから、上昇幅は米国市場より小幅
となりました。

債券市場
　国内長期金利は大幅に上昇しました。夏場
までは日銀の慎重姿勢や中東情勢を巡るリス
ク回避的な思惑から低位で推移する局面もあ
りましたが、秋以降は財政拡大懸念が金利上
昇圧力となりました。その後、新政権発足に
伴うプライマリーバランス目標の後退や、経
済対策の規模の拡大観測、衆議院解散・消費
税減税公約等を背景に金利は段階的に上昇し
ました。12月の日銀による利上げ、その後
のタカ派（インフレ抑制を重視する立場）的な
声明文に加え、３月の中東情勢緊迫化に伴う
原油価格上昇とインフレ警戒を背景とし、期
末にかけて高水準での推移が続きました。
　米国長期金利は、振れを伴いながらも期を
通じてみるとほぼ横ばいでの着地となりまし
た。夏場から年末にかけては、軟調な雇用関
連指標やＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）の利
下げ実施・利下げ期待の高まり等を背景に低
下基調で推移しました。一方で2026年以降、

ゴールドマン・サックス社債／ＦＯＬＩＯ・ＡＩマルチアセット戦略ファンド２０２５－０５ 
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ポートフォリオについて（2025年５月20日から2026年５月27日まで）

●債券組入比率
　期を通じて、ゴールドマン・サックス社債
に投資を行い、組入比率を高位に維持しまし
た。戦略指数に関しては、戦略において定め
られたルールに基づき資産配分を行い、月次
でリバランス（投資配分比率の調整）を実施し
ました。

●ゴールドマン・サックス社債
　戦略指数の上昇が社債の価格にプラスに寄

与した一方、国内金利が上昇したことにより、
ゴールドマン・サックス社債の価格は下落し
ました。

●戦略指数
　主に金価格や新興国株式が上昇したことに
より、戦略指数はプラスのリターンとなりま
した。

経済指標の底堅さや利下げ観測の後退、グ
リーンランドを巡る米欧対立を受けた欧州勢
の米国資産売却懸念等から金利は上昇に転じ
ました。３月の米国とイランの武力衝突、ホ
ルムズ海峡封鎖を受けた原油価格急騰による
インフレ再燃懸念がさらに金利を押し上げ、
４月以降も和平協議停滞やインフレ圧力を背
景に上昇しました。

その他市場
　米不動産市場は上昇しました。複数の�
ＲＥＩＴ（不動産投資信託）銘柄が配当を引き
上げ、通期の業績見通しを維持または上方修
正したことから、上昇しました。
　金市場は上昇しました。地政学リスクの高
まり、新興国を中心とする中央銀行による購
入意欲等を背景に、上昇しました。

為替市場
　米ドル/円は、振れを伴いながらも米ドル
高・円安となりました。夏場は米国の堅調な
経済指標や金利上昇、各国との関税交渉合意、
パウエル前ＦＲＢ議長のタカ派的発言等を受
けて米ドル高・円安が進行しました。秋以降
は、日本の新政権による財政拡張観測や日銀
の緩和的姿勢、財政悪化懸念が円安要因とな
りました。一方、年明け以降は日米通貨当局
によるレートチェック（為替介入の準備とし
て主要銀行に対し為替市場の状況を確認する
行為）観測や為替介入への警戒感から円高に
振れる局面もありましたが、３月の中東情勢
緊迫化に伴う有事の米ドル買い局面を経て、
期末にかけても円安基調が続きました。

ゴールドマン・サックス社債／ＦＯＬＩＯ・ＡＩマルチアセット戦略ファンド２０２５－０５ 
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分配金について（2025年５月20日から2026年５月27日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第１期 　期間の１万口当たりの分配金（税引前）は、
分配可能額および基準価額水準等を勘案し、
左記の通りといたしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基
本方針に基づき運用いたします。

当期分配金 45

2 今後の運用方針

ベンチマークとの差異について（2025年５月20日から2026年５月27日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

　引き続き、満期償還時の元本を上回ること
を目指して、ゴールドマン・サックス社債の
組入比率は原則として高位に維持する方針で
す。
　戦略指数は、７つ程度のグローバル資産に
対して先進のＡＩ技術と伝統的な金融工学を
組み合せた計量モデルに基づき配分比率を決
定するルールに基づき算出されます。また、
戦略指数に関する見通しおよび方針は以下の
通りです。
　ＡＩに基づく2026年４月末時点における
各資産のリターン予測では、米国株式と不動
産、金の見通しが相対的に高位であった一方
で、その他の株式や債券資産の見通しは低位
な結果となりました。このような予測を背景

に、戦略指数の配分比率は、株式資産（米国
株式、先進国株式、新興国株式）に加えて、
相対的に見通しが高位となった不動産を新た
に組み入れて比率を上限付近としています。
また、債券資産において、ハイイールド債券
の一部を米国債券にシフトさせています。金
の見通しはわずかに後退しましたが、見通し
の水準が依然として、相対的に高かったこと
から比率をやや増やす結果となっています。
　なお、原則として月次でリバランスを行う
とともに、日次でボラティリティ（変動性）
コントロールを行うことで、各月次リバラン
ス時点における構成比率をベースとしながら
も投資環境の変化に合わせて各資産の比率は
変更していく方針です。

ゴールドマン・サックス社債／ＦＯＬＩＯ・ＡＩマルチアセット戦略ファンド２０２５－０５ 
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3 お知らせ
約款変更について

●「一般社団法人投資信託協会」を「一般社団法人資産運用業協会」へ名称を変更することとなった
ため、信託約款に所要の変更を行いました。� （適用日：2026年４月１日）

ゴールドマン・サックス社債／ＦＯＬＩＯ・ＡＩマルチアセット戦略ファンド２０２５－０５ 
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１万口当たりの費用明細（2025年５月20日から2026年５月27日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a）信 託 報 酬 45円 0.448％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は10,037円です。
投信会社：ファンド運用の指図等の対価
販売会社：‌�交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファン

ドの管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社：‌�ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図

の実行等の対価

（ 投 信 会 社 ） （22） （0.224）

（ 販 売 会 社 ） （19） （0.190）

（ 受 託 会 社 ） （3） （0.033）

（b）売買委託手数料 －　 －　 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：‌�有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う�

手数料（ 株 式 ） （－） （－）

（先物･オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c）有価証券取引税 －　 －　 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
‌�有価証券取引税：‌�有価証券の取引の都度発生する取引に関する�

税金（ 株 式 ） （－） （－）

（ 公 社 債 ） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d）そ の 他 費 用 0　 0.005　 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用：‌�海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お

よび資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用

（ 保 管 費 用 ） （－） （－）

（ 監 査 費 用 ） （0） （0.005）

（ そ の 他 ） （0） （0.000）

合 　 計 45　 0.453　

※�期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し
ています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
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参考情報 総経費率（年率換算）

総経費率
0.44%

運用管理費用（販売会社）

0.19%

運用管理費用（受託会社）

0.03%

その他費用

0.00%

運用管理費用（投信会社）

0.22%

※�各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、原則とし
て、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。
※‌�当ファンドは、ゴールドマン・サックス社債の固定クーポンと、ＦＯＬＩＯ－ＡＩマルチアセット
分散投資ＶＴ３指数の累積収益率により決定される実績連動部分の獲得を目指します。実績連動部
分は、ＦＯＬＩＯ－ＡＩマルチアセット分散投資ＶＴ３指数の収益率等を参照して決定されます。
同指数のリターン（損益）は、各資産の構成比率とそれぞれの収益率を合成し、複製コスト、取引コ
スト、資産配分比率指定の報酬に充当する費用（年率0.2％）および戦略控除率（年率0.75％）等を控
除して算出されます。これらの複製コスト、取引コスト、資産配分比率指定の報酬に充当する費用
および戦略控除率は、上記の費用には含まれません。
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＊‌�各資産の複製コストの最大値は年率0.50％、リスクバランスにおける取引コストの最大値は都度
0.01％です。なお、日次のリスクコントロール時におけるポジション量の調整の取引コストは、都
度最大0.0104%となります。指数から控除される複製コスト、取引コストの合計値は、各資産の組
入比率等により変化します。
※�上記の前提条件で算出しているため、「１万口当たりの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合が
あります。なお、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基
準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率換算）は0.44％です。
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当期中の売買及び取引の状況(2025年５月20日から2026年５月27日まで) 
公社債 
 

 買  付  額 売  付  額 

   千円 千円 

国 内  社 債 券 75,202,770 1,435,144 
 
※金額は受渡し代金。(経過利子分は含まれておりません。) 
※社債券には新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 

 

利害関係人との取引状況等(2025年５月20日から2026年５月27日まで) 
 
当期中における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2025年５月20日から2026年５月27日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2026年５月27日現在) 
公社債 

Ａ 債券種類別開示 

  国内(邦貨建)公社債 
 

区    分 

期           末 

額 面 金 額 評 価 額 組入比率 
うちBB格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円  千円  ％  ％  ％  ％  ％  

普 通 社 債 券 73,771,770  73,425,042  99.7  －  －  99.7  －  

 (73,771,770) (73,425,042) (99.7) (－) (－) (99.7) (－) 

合   計 
73,771,770  73,425,042  99.7  －  －  99.7  －  

(73,771,770) (73,425,042) (99.7) (－) (－) (99.7) (－) 
 
※( )内は非上場債で内書きです。 
※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
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Ｂ 個別銘柄開示 

  国内(邦貨建)公社債 
 

種 類 銘     柄 
期     末 

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日 

  ％ 千円 千円  

普 通 社 債 券 
5y JPY FOLIO-AI Multi Asset Diversified Investment 
VT3 GSISJ329 

0.0000 73,771,770 73,425,042 2030/05/14 

 小          計 － 73,771,770 73,425,042 － 

 合          計 － 73,771,770 73,425,042 － 
 
 

投資信託財産の構成 (2026年５月27日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 

公    社    債 73,425,042 99.1 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 704,068 0.9 

投 資 信 託 財 産 総 額 74,129,111 100.0 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2026年５月27日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産 74,129,111,186円 
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 656,443,400  
 公 社 債      ( 評 価 額 ) 73,425,042,681  
 未 収 入 金 47,625,105  

(B) 負 債 504,825,162  
 未 払 収 益 分 配 金 332,687,336  
 未 払 信 託 報 酬 168,462,648  
 そ の 他 未 払 費 用 3,675,178  

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 73,624,286,024  
 元 本 73,930,519,327  
 次 期 繰 越 損 益 金 △   306,233,303  

(D) 受 益 権 総 口 数 73,930,519,327口 
 １万口当たり基準価額(C/D) 9,959円 

 
※設 定 年 月 日        2025年５月20日 
 設 定 元 本 額        75,315,745,845円 
 期 首 元 本 額        75,315,745,845円 
 期末元本残存率 98.2％ 
※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

損益の状況 
(自2025年５月20日 至2026年５月27日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 711,286,083円 
 受 取 利 息 711,286,083  

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 4,144,741  
 売 買 益 6,199,524  
 売 買 損 △  2,054,783  

(C) 有 価 証 券 評 価 差 損 益 △346,727,319  
(D) 信 託 報 酬 等 △340,430,163  
(E) 当期損益金 ( A + B + C + D ) 28,273,342  
(F) 解 約 差 損 益 金 △  1,819,309  
(G) 合 計       ( E + F ) 26,454,033  
(H) 収 益 分 配 金 △332,687,336  
 次 期 繰 越 損 益 金 ( G + H ) △306,233,303  

 
※株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公
社債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。 

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を
差し引いた差額分をいいます。 

※分配金の計算過程は以下の通りです。 

 当     期 
(a) 元本超過額 26,454,033円 
(b) 差引配当等収益額 370,855,920円 
(c) 受益権総口数 73,930,519,327口 
(d) 期中平均受益権総口数 74,915,052,489口 
(e) 分配可能額((b)×(c)／(d)) 365,982,133円 
(f) 分配金対象収益 

※(a)元本超過額と(e)分配可能額のいずれか多い額
を表示 

365,982,133円 

(g) １万口当たり分配金対象収益 49.50円 
(h) 分配金 332,687,336円 
(i) 分配金単価 45円 

 
 

分配金のお知らせ 
 

１万口当たり分配金(税引前) 
当 期 

45円 
 
 
上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 

 




